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ガーナにふ、ける食糧需給の動向と伝統農業の変容過程

はじめに

I 食福おめのiくJl;fj,Ji!J態分析

II 食糧！七五と在、ま町長;fの変容
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植民地時代のゴールド・コースト（心。ldCoast, 

現在のガーナ共和同＝Republicof ,;hana）において

はもとより， 1957年の独立から19年を経過し た現

在にいたるまで，ガーナ農業の食糧部門につし、て，

その需給構造の変化を伝統的？士会の変容過程との

関連において定量的かっ長期動態的に分析した論

考は，ほとんど存在しなレといー》てよヤ／注Iio 

その主たる理由として、つぎの 2点が挙げられ

る。一つは，長期動態的な定量分析にたえるだけ

必要で卜分かつ1Ei1在な統計資料を入手しうるか否

かについて多くの疑念がもたれてきたと！ぽ、う工jf'h

で、ある O もちろんうこのような事態がすへて改長t

されたわけではないが町本稿では国連食糧農業機

構（FAO)7うA収集・整理した統計資料を主としと

利用することにより？資料の利用にま／）;j）る困難；

を←.r.t:I司i!l'i'.寸一る二ととしたr

いぺ l玄う噌十でにポリー・ヒル ＜!'oily IIill）友：史

も指摘して！ィ、るようにen,2），従来のヨードソバを

中心とするアフリカ研究は，アフリカの輸出向け

原料農産物や鉱物資源などの開発とし、った分野に

偏り，食憧生産など？のような伝統的経済の分賢に
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対してはほとんど強い関心をもたなかったとし、う

状況にあった。誤解を恐れずに＼、えば，従来の 7

7 リカ研究は，アフリカを搾取や収奪の対象とみ

たり，あるいは f開発j さるべき後進性を内在さ

せた世界であることを前提としてきたのであ 1人

そのかぎりで悪名高し、奴隷貿易時代とほとんど変

わらぬ偏見と世界観とをもずに亡 i研究jがなされ

てきたともいえるし，そti,,こそが，アフリカの｛云

統的経済や伝統的社会における主体的な述動と発

展の原理を掘り起こすことに失敗する結果をJ郎、

ているというべきであろう 3

本稿は，すでに述べたような既存のアフリカ研

究における偏向を反省し，その欠陥を補うための

J力iこでもなればという願望をこめどまとめたも

のであるむそれにしても，資料を入手し利用する

うえでの制約は大きく，その点からもガーナ農業

史に関する一つの仮説的試論であるといわざるを

えなL、。なお，定畳分析の時期を第 2次Ill：界大戦

後の1948年から 1970年［C.＼，、たる22カ年間に1¥ll-,fこ

こと，さらによ（＇； f象品目としてメイス、（maize）‘ ヰと‘

乙レソト（millet）およびゾルガムトnrghum）をi'il::k

だのは，利用しうる資料に制約があ－） たことと，

メイズペコミレット，ソルガムなどは力、ーナにおけ

る校lfx食糧の主要部分企構成してし、るためであ

るo It、っぽう，う｜去はL、：主 j工主食としてのi也｛立が十＇ii

社的に低いとはLもうものの，その需要と輸入がむ
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実に増力日してきたといち事実に注目し亡，とりあ

げることとしfこo

(it l) ペグにかかげらローソン久史の消論文；i,

ガーナf : J← 食精の1吉；nn:,：：~ぺ分析 Lt. i,ν7 1あ

7， が，~ , I i, 1ミ期"1b！翠：｛1'c' ；’！日：分析仁 l, L fむの

でItなし、。

Lawson, R. l¥lL，“Inflation in the Consumer孔far-

ket in Gh礼n乱： Reportof the Commission of Enq-

uiry into’fr山 lel'vfalpractices in Ghana,'' The Fco-

nomic F!ulfrLm of Ghana, Vnl. X, No.1, 1%6；ー，

“The Markets for Foods in Ghana，” in E. R Whe-

tham and J. I, Currie eds., Readings in the Applied 

Economi，、川， .¥frica, Vol. L Cambrid耳el: ni versity 

Press, I(i(,7; Lawson, R. ¥L m,d Eberhard RPusse, 

“The EffcじInf Economi-:: Development on !¥f叶 ro-

politan Food Marketing-a Case Study of Food 

Retail Trade in Africa，＇’ East African Jフurnalof 

Rural li,・・,・eloj,ment, Vnl 2、下fo.1, 196叫

（許：2 ) Pnllv Hill，“t刊eafor Indigen刷出 Eco-

nomics the vVest African Example，” Ecnnomic De 

velopment and Cultural Change, Vol. 15, No白 l,

Oct. 1966, p. 11. 

ポリ ・ 'I ft：＿史：f，に : ：日i郊のコこJ f •"'·,!\~•-') d走

態調査f,'l 司 アブリカ人・；， 1 ・'. ()) '.(・ 済合1型的，＇；＇ ii 川l程式

の前中llを指摘した業績によって注目されたイギ！）凡の

アブ：； :1；研究おである。間IL正史の I'主＇￥は， Thel1d.igr『

ant Corna Farmers of SrwthrTn Ghan<1、 Cambri-

d宮eUniH:rsit¥ Press, 111r;;:: Studies i担 l<.ural（’a-

pitalis111 in West Afri川、仏mbridge l :nivcrぉity

Press, 1970. 

I ft糧需給のJ三月i動態分析

1. 食糧部門の地位

W立に. 19ヨ0年以降におけるガーナ農業の部門

別編成替；J' ：イル., ；」ム＜oilpalm）やゴi、な

どの輸出向け原料生産部門を整理しつつ， しだい

に食糧およびココアという 2大部門に集中してき

た過程として環解することができる（注I.，ここで

J土さらに、食品部門自｛本山内存変化のあとをみる

iJ j におけ ／， f主制＇，／，；給の動向ぞ伝統 t:,;{Jの変作1f!!W
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ことにする。

第 I表および第2表は，ガーナにおいて生産さ

hる主食農産物のうちプランティン（plantain）と

．ココヤム（cocoyam）を除いた米，メイズ，ミレッ

ト．ソノレガム，キャササノミ（cassava）およびヤム

(yam）について， EM8年から1970年にいたる22カ

年間における作付面積の変動を示したものである

が，全体としては， ミレットおよびソノレガム作部

門を頂点、として地2），これにメイズ作部門，キャ

ノサパやヤムなどの根茎作部門および米作部門が

3ラ
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続くという傾向が認められる。

なお歴史的にみると，メイズは16世紀頃から奴

隷貿易の興隆とともにその需要が拡大し，米の場

合は沿岸の居留地に入植したヨーロッパ人の需要

に見合うよう栽培されるなどU、ずれも古くから商

品作物として生産されていたのに対し，ミレツト

やソノYレガムの場合は，ヤムやキャ、ソサパなどの根

茎作物と比較して保存，貯蔵，加工などの点でメ

イズ、や米などと同等の利点を踊えていたにもかか

わらず，高温多湿な沿岸地方では栽培が不可能で

輸送費のかかる内陸サパンナ（北部ガーナ〕にお

いてしか生産されなかったため，その商品化は著

しく連れたのであり，現在でもミレットやソルガ

ムは自給食糧作物とされることが多いのである

f注 3〕。

現在のところ，ガーナにおいて栽培される食糧

法産物について，それぞれの商品化本を推計しう

るだけの資料は入手できない。しかし，つぎの点、

からみてミレットやソノレガムは自給食糧として農

家で自家消費される場合が多く，その商品化が遅

れているのに対して，メイズや米は商品作物のー

っとして生産されることの多u、食糧農産物である

とみることができる。

第 1。第3表から明らかなように， 1960年代の

10カ年聞において，ガーナの総人口は 677万7000

人から902万6000人へ年平均2.9%の増加率をもっ

て拡大したが，他方，閉じ期間に人口5000人以上

の都市の人口総数は260万9000人から408万人へ年

平均4.6%という高い増加率を示した。このよう

な都市人口（非農業人的の急速な増加は，食糧に

対する市場を拡大させたはずであり，事実，第8

表によれば1960年代におけるメイズの国民1入あ

たり消費量は大幅に増加している。これに対して

ミレットおよびソノレガムの l人あたり消費量は，

36 

lD表都市・農村君lj人口の成長率と際｝1見

（］単｛，c1000人〉

都 市 ＊ I ~'Jc 村｜ ,ii・

次 ｜比率｜ 比率目門比察
：人口｜（%）！人口市芯人口 %） 

1960年 I2,609138.51 4,168同.5 6 , 777 100. 0 

1970年 I4,oso:45. 21 4,946国4.8 9,026 100.0 

1960川 I 4 n1 I 1 sl I :.!. ') 
年間増加川）日リ I J.01 ］ーっ

年

（出所） FAO, Production Yearbook 1973，ド.17, 
Table 5.より引用。

OJ：〕 ホ都市は5000以上の人口院院を作 Jコ“Locali-

tie♂である（Republicof Ghana, Census Office, 

1960 Population Census of Ghana : Advance 

Report of Volumes III and IV, Accra, 1962, 
p. x.）。

むしろ漸減しており（第5表〕，この期間における

急速な都市化にともなう食糧に対する市場の拡大

がミレットやソルガムに対する需要の拡大には直

結しなかったことを示してヤる。これは，ミレツ

トや、J;J,. -ffムの生産農家において市販余剰が増加

しなかったか，あるいはミレットやソルガムに対

する需要の所得弾力性が低く，都市居住者家計に

おいてこれらの食糧が劣等財として位置づけられ

る状況にあったためであろう位4¥

第2。米は，すでに17世紀ごろには，南部沿岸

地方のケタ（Keta）やアキシム（Axim）などの周辺

でヤムやさつまいもよりも重要な主食として栽培

されていたし， 1880年ごろから輸入されはじめた

米の消費は急速に拡大し，その輸入量は1880年か

ら1888年までの8年間に10倍以上も増加した〔it5）。

その後1940年代の後半を迎えるとともに，それま

ではココア栽培の主産地であった東郊外｜全域にお

いて，ココアのヴィールス病（S同・ci"!lcnSh川 t)(lt6) 

が発生したため，ココア栽培農民は政府当局の助

言・指導にもとづいて被害を受けたココ 7樹およ

そ350万本を焼き捨てたが〔住7J, そのあとの畑地

には米が競って作付けされた位8）。この事実から
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今宵－ ' セ念T
;.,j守斗遠足 バfオノL 河々を；：匂〉て交}o，）された穀物本

〔lji.f伝： トン〉

ミレットおよ , ノ J -'-''-
びソ，1,,if ム ／ノ；〈 、々

！日 l 本＊ 本本 ネネ

！ 数 ，i.商品化数民i商品化数昆： i降i品化
本（りら〉 卒（%） i率切ら1

I'll＇ト日 i年、1・ J:J :{. s~'l :i 1 ，山； 0.I ＇.！，（叫 19.2

1斗5:3 Sii{F」n・;:1.LJ:-l2 2., 61i6i o ., 12.6ml 21.0 

Jr可力［I 4いの） • I ／‘，iOl O 2:-l.持： I 12.81 I 'l4'f:i'.,-Iリ，，：l,:ib I I 

l11f 

〔，＇I¥) •Ii) （；引Id( '.oast, .l1111u,tl H.e/J/il tι＂ the ])ept. 

,,r "1gri,<1lt11r1' jィバー the year 1.954 ・ 55, London, 

l'l:,7‘l〕，！7：，司 a・lnnualR.ej，仰 tonthど l),,J,t.of 

!lgricult1川ヨ f,r the year 7956 57, London, 

1%8, p.“日

（；，主1 ネ fi・1_1 f行，1〕；：（，：＇ Jな（Bamboi, Buipe, Yeji, 

Krachi 13 .tぴ Akroso）において守三；；十された。

件本去に示さjt/: ・::C弘長と同内総生時i手に上っ
てj符！日きわた宇／7主（t'.Jt.c数値である‘

少なくとれ二の地域の良氏にとって米は，すでに

ココアとヤうガー十の代表的輪出作物とほとんど

変わらないほど高い商品価値をi，つ作物であると

みなされてい三と推測することができる L性心。

第 3o rで；二述べたように，ガーナにおける食

掲農産物の主産地［士、 二び） [ls]のほぼ中央部を横断

するウォルケ ;r,J(The ＼＇，品 lriver）をi立として南北

両地域に大きく分力込れて展開してし、る。そこで国

内産の食盟主産物L各樋輸入物資と liilじように，

とのヴォ rレγi,,rを渡って南北両地域の間で交易さ

れる山11)10 ;'.,;¥ 4えは，そのようにして南北両i也域

の聞で交易されたもののうちミレソト司ゾノレガム，

米および ） ｛ズの数去を示したものであり，これ

によって，それぞれの食糧農産物がどの程度商品

化されていたのかを暫定的にもせよ推測すること

ができる。

沼4i＜によれば， 1949年から56年までの 7年間

におけるメイズの交易量は，およそ 7倍も拡大し

たものの、いまだ国内生産飛の 1%にも達してし、

なかったし、 ミレヮトとソルガムの場合も国内生

ガーナにじける食続需給の動liiJと伝統農業の変幸子過程

産設のわずか 3%程度に相当する部分が交易され

ていたにすぎなかったのに対し位11)，米の交易量

は国内生産量のほぼ20%に相当する2000トンの水

準に達していたのである。

これまで述べてきたところを総合すれば，戦後

力、一寸ーにおける農業の主食部門は，ほぼ一貫して

ミレットおよびソノレガムなどの自給的性格の強い

食糧京産物を主体として生産活動を展開してきた

とみられる。しかし，そのようなガーナ農業の基

本的作物構成にも，それを仔細に観察すれば，明

じカ‘な変化のきざしがみえる。すなわち， 1960年

に入るとともに，それまでほぼ一貫して拡大傾向

をたどってきたミレツトおよびソルガム作部門や

根茎作部門の作付面積は，一転して伸び悩みある

m1殴 食糧作物の主産地と主要都市
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は以下の論述；こ：pだねる〉 庄はi'r'f,j而f立のtr)力11字 3.5%に収量の上昇率2%

その成長率は年平均5.5%となり需

：展的成長キを0.2%だけ超過したことになる。

さらに米の場f，をみれば， t/ii要の成長率は人口

小増）J!l平：） • 9＇）；》に i斗［i1人あたり消費量の成長率

がJJIIわって，食糧需給の動態分析
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こjG F》長期費量および人口などの成長卒であるり

同内
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にし寸λに需給構造を変化させてきたかという点で

の究明を通じて明らかにされなければならないの

的変数のr,{J（＇〕相Iii車問ttlま，

生産量として1 .6'Y.，の成長率を示しているか l三、

こt1は年半 5.5% をも•）-c成長したことになる。この場合需要の成長不については，ところが3

はうユ7要の成長率9.2%と比較すると3.7%も低ν。

このうち 2.6%は白給率の低下によって補われた

国民 1人あたり消費立と人r.1との成長不を加算す

ればよいが『供給の成長率についてi土，輸出入f止

と国内生産量の成長：卒をそのまま；Jfll主平均して算 それでもなお年平均で 1.1%の需要超過があが，

このように概観した時期においったとみられる。ウェイトの変化を出ずるだけでは不卜分であり，

そのうちには需給構造の変化が潜んでいても，そこで，本稿では輸出考慮：しなければならないr

で
y

て

る入量の成長率に力、j〕ぺて自給率の変動ネーをとるこ

を示した？.＼＇"J51毛と第 6去をみてし、たどきたL、。

Lットとソル勺‘ムの生gfi立，第 I期 WMお～52'<t)

の 11.1万トンから第 5期（19柿～前打）の19刀ト

ンへおよそ70%のi肯加をみた。その後、 196（以下｛－＼

に入る左ともに生産量は平均lTliトンの水準のま

ミレヴトおよびソルガムの需給の動向ここで取り扱う食混虫産物は，

L 、ずれもりー十では日どんど家若干~JNtごして利用

されごレふい円で、 i·r1~＆ 5:;c,i室N店などの i全中におい

，、、レ、
！＼..，、〉、1.. I“1 ,._ 

」 M，＿」 J、－・

十べてJU忌として出会L

されらも山ど汚えてよレu,・1：，，乙

さに 19!8.f問、九1970年iこL、jこる戦後一jjー斗の
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(11'.Jfr）第5表に同じ。
({U ネイギリス委任統治領トーゴ（British Man-

dated Togoland）におし、て1956年5flに実施され

たii：民投票（plebiscite）の結果（投票総数15万9000

のう九ゴールド・コーストとの台併を希望するも

の9万:30伺＝約58%）にもとづいて，国連総会で

はゴールド・コーストとトーゴのf;-併が議決され
たが，ゴ』 yレド・コーストの独立（1957年3乃〉

とl;:i］時に合併が実泌され，人口の急上自が起こった
のNarc!,¥V. E. F., A History of Ghana, George 

Allen & lJnwin, Londo口， 1959,p. 346.）。

れは1950年代初頭〔第2期（1950～54年）から第3

期（1952～56年）にかけての時期〕から早くも人口

増加にたち遅れはじめ，その後第10期にいたるま

で生産の増加率は人口の成長率に大きくひき離さ

れる。この結果，国民 l人あたり消費量も，第6

期以後はほぼ一貫してがi減傾向をたどっている。

かっぽう， Jイズの国内生産は，第 1期の14.6

万トンから漸増して第10期には34.6万トンに達し

た。全期間を通じてみると，作付面積は3.5%,

収量では 2%とし、う年平均成長率を記録している

が，第7期〔1%0～li4年）を境として両者の成長率

は対照的な係柏を呈している｝，？，が、注目される。す

なわ九、メイガの作付面積は，第2期から第3期

および第6期から第 7期という二つの時期におい

ご減退したとはいえ，第u弱から第 7期まで作付

面積は年平均3.7%の増加率をもって拡大してき

たが，第7期から第10期にかけて，その増加率は

3%へと低下した。これに対して，メイズの収量

は，第 7期までの期間では年平均でおよそ0.8%
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Z¥sl 0表 ノイズ需給の成長不（υω
: I I IL人あ

（収量生同人口［／こりm作付

（而償 1 IY'HJ 

mi期一丸112期
第2期出3期
＇.~13 期 jお 4 期
第4期当｝ 5 l切
第5期 Z(n期

第6期，｝＼ 7持l
第7期）rnWI 
第8期ー：：i19Wl 
第一9期一主主HJ拘j
、ド J'.J

4.4 I 3.7. 8.1 
62. 9 I ::1. 01 0. 1 
1 1丸 心時 6: 4.7 
:=l.2 へ2.n o.G 
]5. 7 I ム11.8, 3. 9 

｜ι＇1. 4 I 9. JIι0.3 
: l . 2 11 . 8[ 1:l . 0 

l . 4 , 8. 31 9. 7 
I 6.4 ! 3.41 9.8 
I :1.5 I 2.oJ 5.5 

1.41 55 
151 ... ,1.3 
1.2 I 0 
7.6 i八6.4
1:1.-1 Iι舟.7

1.8 I .c:=J.4 
2.5 111.2 
2.9 , G . .'l 
‘：u I 9.1 
3. 9 I 1 .4 

〔日刊ifi) :;i 8去にもとづく。

の低下を記録してきたにもかかわらず，第7期以

降第10期にLパたる期間には逆に年平均 7.8%とい

う高い成長率をもって上昇したのである。

したがっ｝て，メ fズの増産は， z.g7期までは主
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として作付面積の拡大によりもたらされたもので

あり，＇：；；17期以降では主に収景の大幅な上昇によ

7 て，実現されたものであったとみることができ

らc なお，メイズの白給率は第 7期以降わずかな

がら低下したとはいえ‘全期［1¥lを通じておよそ

99＇｝｛，という高←水準を維持しており， l王ぽ完全i'i

k｛：に近い状態にあったと考えられるけ

米の r1ヰ内生産i土， ~l 期の I 万トン！？会から掬iltl

して，第10期には 2.6万トンの｝Jl慌によ主した。こ

の増産は，第 8期までの期間においては作付面積

の拡大に負うところが大であ J フたが，第8期から

第10！君！におL、てはむしろ収量の上昇によって達成

されたものである。ガーナ国内における米の増産

にもかかわらず，〉｜去の自給率はしだいに低一ドして

きfこわすたわ九，米の白給率f土全期間を通じて｛f

平Iな乙｛日ら 0>',!;1J ；；で低下し‘ ~11 坊j0)75.5%から

;',fil(）期iこit'.19.2%へ大幅に低落したのであった。

ここで，米の白給率低下の傾向のうちにも，ご

つのJ,tなる：！早l間が含ま;llていることに泣：目しなけ

ればならない。米の増加!tiが人口の成長率を上回

っていた時期と，逆にこれを下回っていた時期と

がそれである。第 I期から第 4期，第 6期から第

7期，および第お期から第10期な立の時期におし、

ては，いずれも米の生産が人口の増加よりも概し

て高い成長率を示しているのこのうち第 1期から

第 2期，第 3期から第4期ヲそして第 6期からラ

ヨ'5,7期という時期において米の自給率が低下して

いるのは，国民1人あたり消費珪が増大してきた

ためである。他方，第2期から第3期および第8

；照から第 9期などの時期におし、ては，自給率が上

昇するとともに I人あたり米の消費量は減少を記

録しているの

ところが， 1950年代も後半に入り，人口増加が

米の増産のテンポを上回るようになると，新たな
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ガーすにわける食~k給の動向と伝統農業の変若干過程
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!N. (1) 

1宅

足は人口増加とともに拡大して，輸入依存の傾向

を強1めるという

問題が起こるのである。それは，第4期から第5

期，；第 5期から第 6期，あるし、は第 7期から第8

たとえ国内生産の成長率が人問題は，

IJの増加率を上回ったとしても，国内生産におけ
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しかし，たとえ凶民 i人

あたり米の消費量が増加しなくても，米の供給不

期などの時期にみられるように，
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る ~rrrn反余剰／）三十分に存在しな：、とすれ（f，輸入の

市長判土消貨の噌｝J日字企完全に規定することにな

：），そν＇）怠 lj,¥ミで輸入は1-1JrJ＂生産に対し亡補完的な

tt主ljをもっというヒりも，供給そのものを夜接に

I，：布十己主巴[:klとしご、機能するこどにあるといえ

らっ 二プ）上うな問題ん入戦後のガ一一トにt,L、て存

(f：し lごし、たこと、 それが19/iOif代初期における輪

人削減という l存態；二！fl面宇るとともに顕在化した

二と；士，つぎの11：主からも明白であるc

すな;l，九‘日付期から第 7.jJJJU）期間におレて米

山IiJ 内生産は年半，l.7% の成長率を記録し， I•百じ

期間における人口のI曽）JII不L8'Jらを大きく L@-,

J二にもかかわらず、ぞれ士で年平J-:']10%以上のJ時

/Jn f二をもって拡大してきた輸入力入二のII与Wl＜出

“明か九日， wr1にいたぺて年J本0.1%にまでJ持／Ji!

雫をfL＼市させfこ三どによ〉て，次期（？ら71り！か「〉午y

s !ti］）における 1人あたり泊焚 E去の成kfはマイ

←トス l.K＇；＇らに主で r存むご／しだのであ石。さじに 1

ノこ噌 店約均iか「）節 9期の期IL号tこ才弘、てi玉｜氏 i人あ

どり米日）消費I;kf.，；年半で ;J.1う（》ど大qi／ぷこ減ill:した

のは、 〆＇.~－ n前期 ＜；＇； 7 Jll]ん白人招民均I）における［斗内生

産：う1マイナス成長率を記録するとともに，米輸入

ジ〕増加率が人口の成長率を刊6］るごとによって米

οi-!U古不足カV敬｛ヒ I~ ／：二どによるとすうえじれる。

三れに対して，沼付期から第10持1：こし、たる期間

において司米の輸入は削減されたにもかかわら寸，

信 9期から招10期の期間における l人あたり消費

量は年字：3.4%川県加］ネをむって拡大したのであ

，），これi工司 三（.I）時期におけよ：，［!ij内生産山大rl早，＼tc 

増！Jllが I¥1 flfi(余剰のN：大に直結す心 ιωであず yたこ

とをもの7):t二..ごいるc したがって． 万一ナの米

！日日門［土‘ こわII年！場：二L、にこ J .' Cょうベフく 1fiW-i余剰

を生むと Li う立1京での木格 iめな 11，湯！nHJ-生y,J<}) 

段階に入－－， /: t.山ど推測することができるのであ
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-, 
/o:, 0 

、－ ...... -r:;. 
」） 、も歩 これまで述べてきたところをつぎのよ

うにまとめ，次節への展開のための出発点とした

十、
巳 c,

の ミレソトとソルカ守ムの生産は，第 6期まで

は順調に拡大してきたが， 1960年代金迎える

とともに作付面積の減退と収量の低迷と （.二直

i師L，その生産は著しく停滞をみせるにし、た

,t二O

(2) メイス、の場合， 1960年代に入ると同時に；色、

速な増産が行なわれたが，ぞれは主として収

阜の t井によって実現された。

（わ 米Iムメイズの場合と［1-針葉に， iまぼ一貫し

て増産傾向をたどってきたが，第 8期までは

作付而積の拡大が主として増産に寄与したの

に対L，第8期以後では収量の上昇が増産を

実現することになり、同時に市販余剰の拡大

をもたらしfこO

われわれが，特に注ロしなければならないこと

は， メイズのl['Z監は1960年代を通じて全般的に大

幅な伸びを記録したが。特に60年代の前半におい

てラそれが著しかったことと，米のi収量は， 60年

代の後半に作付面積の拡大が鈍化するのとは対照

的に，急と外を示したのに対Lて， ミレットおよ

びソルガム作部門においては，生産高の増加をも

たらすような作付面積ど収量の拡大や上昇は，ほ

とんどみられなか.，たという点である。

(il: 1 ) 主It，＇：絞’よドめと ・t蹄；；＼ il " -「経済！l!J発7}J 

"i Iドril巧ty，「 i!ii),・, r小ぺ上 1：、、i11,rコ L ク IC c政

治： 1, , _, f （／） 主ノり yし手」ア主壬i舟主 c:'.'.,'j', J 干二た b’、，

J;'c ＼~＇ if'iUJ:'Hよ｛仁 l i：壬1ヒのrn：江，tft涜IJllj己の： I• 心 （•＇）

,it! 1,'.ilこLこ，： L'J，七l;x.fI多'5｝） し〈与 f rl) i L ＇］；。’J:'.てあ：：リ

"7愉：i:1：＿恥：u.：、Ji正人りョ也T・!,_・r'，め、 セノうノレ Yユ

アH.i丙h'I' Ci>l[iUI:, i j l;V_ iりi ：、ん t、
(;hana、九・evenYear J)e,:,elopment l'lan 1963/6・1 
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to 1969/70, 0節ceof the Planning Commission, 

Accra, 1964, p. 12. 

〔注2〕 ミレットおよびソ Jレガムを単一の部門とし

て取り扱 7ことにしたのは，矛IJ)ljLtニ統計資料に.t;c、

の作物がそれぞf'i'I, .'.-: !_. : jご うれていなか

ずこ l，さらに，たと 1じ，・，ヰコ－，. i・ ,) 1, 指摘して

l に， ミレットと V •c I: .¥ : ' 'i .'I .I－消費のf,ltl1¥1.IJ 

;(I[ /). :' .:・ ..て同程度に重要む j’［’i y i アふり τ これを~司

;JIJよい以的作物として取り J:立 ）」い ＇）:fi!i極的なJ11!Fhが

なかったためである。

Uchendu, V.，“The Impact of Changing Agricul-

tural Technoloεy on African Land Tenure，” .lour-

nal of Developing Ar叫ん Vol.4, No. 4, 1970, P. 

48'.l 

（；、‘＇.l) Miracle, 

c¥fi im, Univ. of 

］りはりT pp. 91- 92. 

lvfarvinド、 Ala，汀 inTropical 

Wis仁川N日 刊行九 Wisconsin, 

(i）：今 4) 農家にわける 1↑JI¥.'I i¥ ' i,. J l,1:fr需の・1il慢

のT咋得郊力i'I:：ーについては，改めて険；N寸一べき課題であ

るが，ここでは，これら二つの条件が「l刑したでおろ

うことを作測i'l'Jに指摘すみにとどめ，".i0 

（沌5〕

＂の輸入〔 1880～1888イFl

次 霊堂昆 （ >) 'I' U伝（ポ γF)

1 8 8 0 37 373 
1882 114 1.193 
1 8 8 4 274 2,801 
1 8 8 6 33行 3,192
1 8 8 8 449 4,0日目

（出所〉 La-Anyane, S., Ghmw Agriculture, Oxfoγd Univ. 
Press, 1963, p. 67. 

（注6〕 このヴィーノレスを媒介するのは．主に

“Pseudococcus Njalensis”および“Ferrisia Uirga-

ta”と呼ばれる「イボタ虫」（mealybugs）である。

UJ: 7 ) Irvine, F. R., A γe.rt nook of West 

Aβ・ic，υI Agriculture, Oxford Univ. Press, 1963, P. 

345. 

’7、1946年から57年まとりli'J；干守 ,t; tそ6300万本

に一し2ココア樹の切除，合j;J λLになj）＇！、これにつ

いて政府丘町は 700万スターリング.，，，ンドの補償金

を汲民に支払った om著『jH：界の商品 II一一つ「ア』

アジア経済研旬r1r m平11431['. 76ベージ〕。

（沌8〕 GoldCoast, Reρ口rton the Departme河t

of Agriculture for the ye山・ .z944.. -4.5, Accra, p. '.-l; 

Report on the Df'j,,n ti/lent o( . ¥griculture 

／干，rthe year 1945-46, ／＼，山・rn、l》 17.

カ ナにおける食糧需給の動向と伝統農業の変容過程

(/:I; 9〕 ココア豆の生産者側絡は，閤際市場価格の

i1)iしい変動によって決して安定していたということ ll 

できないが， 1950年代に関するかぎり， トンホた I)'j令

伴告側絡は，アフリカ人農業労働者の平均月以（賃金

以外f:,;r,「行合含む〉の10～201::(130～140ホンド〉

' :'.:', '}' J-わめて経済牲の高いIi臼，＇11'1fl' t'J之一九、／：。

じ1ll & Duffus Ltd., Cocoa Statistic.-ち London,

Se1バ l%fi, p, 35; Ghana Central BureauりfStatis-

tics, 1961 Statistical Yem・Book, Accra, 1962, P. 

83. 

（出10) ヴオノレタ i11fの主要な渡し場としては Barn司

boi, Buipe, Y eji, Krachiおよび Akrosoがあり， b’I

41'! lこ立とされている数値は，上記 5カ所の渡し場にわ

"I時計・ IL"iされたものであらっ

イiH l) 二の事実は，」t;'fl；ガ パ、＇. ；，トご、しノッ！、

I［裂な同品作物と iご，ii場i以，;iされてい

' ' !,-i’：，： 'i' j るものでは去い。 1か i, l人，P,tこIJ

,/" ,;;, :,t ；，.γ ！ 《 ，，、i二1：：，運輸・交i出・11・l,'iの:IL¥＼刀匙｝Jllわ巧

て'iii場l叫が符しく狭めんれており，ぞれがミレヅトや

ソノレノ／ムの di場取引を｜限定しているのも確かであ九

Jα 

G. J. van Ap巴！doom,11.fm・kets in Ghana : i¥ 

census and some comments, Vol. 1, Technical Pu-

hlication seriピs, No. 17, Univ. of ( ;hana, Legon, 

1971, pp. :m :-i2, p. 93. 

( i U2) Wills, J. Brian ed.. 11griculture and 

Land Us.e in Ghana, Oxford Univ. Press, 1962, 

p. 431. 

II 食糧生産と伝統農業の変容

食糧自給化政策の展開と食糧生産

つザーナ農業の主食部門におヤては， 1960年代朝

期を境として，いっぽうでミレットやソルガムの

生産が停滞するとともに，他方でメイズや米の生

産が急速な拡大をみるというようにある種の構造

的較換が行なわれたことは，すでに指摘したとお

りである。こうした食糧生産構造の転換ないし変

容が，さまざまな社会的あるいは経済的な要因に

よザpて引き起こされたものであることはいうまで

もないが，当時のヱンクルマ政権が試みた食糧自

43 
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給｛じをめざす詰崎市の展開もまた，その搭造的転

換と官接にかかわりあっていたことも確かなので

iレサ，，＇》，；Jコ

一般に， ココア高？？さを度外視してはガーナill[(

ff.，；干の｜可思を論ずミ》ことができないといわれるけ

ど1日 I', ゲーナυjご？コア産業はその同民経済にお

いて去要な地位を1liめごヤるこオなわt,,19/iO{I: 

代何JJ羽山i1/－十；二_t;L、て、 ココアl'f,11111 ( ・1τT ¥1., 

九 l.L ；、 了f:.1二I1・ ・ハケ－） （｝）輸Ill伝Ii先（j

（土総輸出制のり5%前後を占めていt.=.Lli' 2.1，ゴ 7

?p1「品しf〕独占的輸出機関である「ゴ ：， T ・ずーケ

c;c. 「ンケ・ボード I（仁ocnafVfarketing n向 tnl"iに.l:

って故以されるよコア産品の「輪 Ill悦J (export 

duty）や「「泊予EJI・両に対する寄付金！などの総事i'i

；土ラ国家財政収入のIS～ 20%をも｛iめてL、た i～1、

士(I〕うえ‘ lCJfiOif現在， ゴゴアi/f業はて，..，ー十のfr

業人口のおよそ三l%iこ相当する527；人主：吸収して

おり （，と4日 この国における主要な就業機会をも提

住日していt.－＝.νりであるへ

これら心事実よ.；示すように，ココ 7産業はヴー

ナのIJJ民経i斉の死i,5を制する立場と詑'.f;ljを十日／ヲて

いたのであるc しかし， ガ」十！再三：ゴ：1 T<J；のi妥協T

佃｝各l土， Hl:iO年代を通じてほi主 ・f-tし口言i永ffで

推tt したこともあって，ガー十 lヨ民経済のj抱~m さ

はほとんど顕在化しなかったと考えられる。とこ

ろが， 1950年代も後半をすぎた1958年を頂点とし

て， ココア豆のl:£1際価格は急速に｛ltドしはじめ，

それは1958年から1961年までのわずか4年の間に

半減し，それとともにガーナの外貨準備高も減少

の－i去をたどりはじめたのである（沼14表）。

二うした国家財政の電大な危機：こ遊遇した当時

のヱンクルマ政権l土、それまで総檎入額の15%前

後を占めてきた食糧出入を削減して外貨準備高山

i戒＇Y'を[l.ll止．するとと弘に〔iE5), i：和寺に［豆内におけ
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i'sl4褒 ココアの国際価怖と外貨準備高の変動

''i' 
ココア同際価格（年＇］ l均）＊！外貨準備雨林

(112長及ポンド当りシリングJI(1000セディ）

19回
1959 
1960 
19til 
19β2 
1%:'I 
1964 
1%5 

(Ii＇，）ヲr) Cill & I 

352/ 5 
285/ (j 
225/ lO 
179/1 J 
170/ 1 
208/ 2 
190／日
140/ 7 

109,070 
130,030 
144,69i 

109,440 
70,841 
凸（i,78i

一20，討7(i

I.りn《lo口， 19iiliSept., p. :is. :Republic of Chana, 

（、.entralBureau of Statistics Enmο川 icSuru，’v 
196:1，ム－＼ccra,1%6, p. 12] 

GU 千 ¥J> iごL現物i右上訪悩絡c ただし，現物itJJJ,¥

(actual mad、ctりとはす／－ j・ ・ココア版売会お
くChanaCoco九九'larketingCompany）がf中円人

(brokers）などをj益して行なう取りi＇をさす n 三円

現物市場11Hi格l土翰出価i絡と ir?J仁である。
同 lf，ディ／Ccdi）はl.17ドル。

る食糧生産の自給力を高める戦略のーっとしてラ

ギ均1200ヘケタールの農地を備えた「凪営農場」

(the State Fam吋方式による食糧増産計画をうち

だしTこ（注6）。

植民地時代のゴーノレド・コースト各地には，す

でにおの農事試験場（ExperimentalStations）が設

置されていたが， 1962年 G月に国営農場公社（tl旧

日tatθFarmsCorporation）が設立されるとともに，

それらの農事試験場はすべて公社へ移管され，そ

の後新設された21の同営農場どイ本となって食糧

増産に集中することになった。

しかし，大型トラクダーやコンパインなどを中

心とする機械化農法による食糧増産計画の推進

は，それらの大型農業機械を能率的に操作したり

補修することのできる技術者が不足していたこ

と，あるL、は，機械の整備・補修のために不可欠

な部品などの供給（輸入〉が円滑に行なわれなか

ったこと，さらに，それらの大型農耕機械による

農地の深耕が肥沃な表土の流失を激化させるなど

I}）事態が発生して，予期された成果を挙げること



1976040047.TIF

ができなかったのである。そのうえ，国営農場μ

おいて生産される各種農産物のうちゴム，オイル

・ノ：ーム，砂椅きび，あるいは棉花などのように

輸出価格が比較的高い水準にあったものは別とし

て，大部分の食描嚢産物の生産費は、国内のアマ

リカ人農民が生躍するものに比較しでかなり割高

であり，その方、ぎ｝）においても国営娯嶋は，安官［lit.i:

食糧：主産物を安定的に供給するといっ所期のt1的

を達成することができなかづたといえよう（注7)0

しかも国営：宍1母方式による食糧治産北画は、11

初から輸入食樹の代替生躍を主目的とするもので

あったため， l可営農場公社が設立され，1；こ1962年以

降，ガーナのjミ品輸入は大幅に削抗されms’（ザ；

15夫参！日｛〕，それが食糧増産計画の失敗とあいまっ

て，そハ後ア 7弓（Ac氾ra，弘都）をはじめとすーる

jfーナの都市部における食糧ノミニックともいうべ

き状況を現出させることになったのである。

すなわち， 1964年に入るとともに， ti~市の食温巾

場で取引きされる輸入食糧品は極端に減少し，時

おり入荷する輸入食糧4〕大部分は，しベノンおよ

びシリア系卸商の倉庫に退蔵されるか，あるいは

法外な向値で出l；の小売商に買いr"iめられ，ごく

少数の顧客にだけ売られるにすぎなかったGリ、。

このように食糠の輸入が激減し，それとともに

第15表輸入品の種目別構成

（単位： 100万ガーナ・ポンド）

196同州年｜蜘作J9畔：11965{[

食糧・飲料・タバコ｜ 21.71 17.51 14.li 14.6118.7 

繊 維・衣料 I23 . 11 19. 31 11. 21 1 :i. 51 21. 9 

農業 HI生 fif.Qji 3.1 :_L針。川1; l.3j 2_ Ii 

建設用資財！ 18.5 14.71 18.2: 20.81 24.5 

総輸入領 i142.Si 116.7[ 130.4] 121.6［附O

(/l111Ji) Repul,liじ of Ghanci, Centr≪I Bureau nf 

Statistics, Eι01wmic Surv1:y 1963, 1＼ιera, 19fi,1, 

p. 43；一一， Economic Survey 1966, Accra, 

! '.1fi7, p .. 31. 

-1）ーナtこd ｝ける食糧需品作の動 Ii•］し伝統農業の ：tt·1午過程

卸究価格も高騰したことにより，それまでは輸入

食糧品を取り扱ってきたガーナ人の零細な小売商

たちの大部分は，圏内産の食糧を取り扱わざるを

えなくなったが，それさえも，需要の増加に見合

うだけ十分な供給を確保するにはいたらず，国産

食糧とくに米やメイズなどの食糧農産物の価格は

高騰を続け，しかも品質は低下するという状態は

宗易に改苦士されなか ・） たのであるc

われわれが，ここで注目しなければならない点

は， 1960年代初期のガーナにおいて食糧輸入の削

減L 食糧増産計画の失敗とがあいついで組こう

た結果，それまでは輸入食糧品を取り扱ってきた

万一ナ人び）小売商かμj内産の食横を取り扱うよう

になったことである。彼らが主として取り扱って

きた食嶺，＼，＇，の輪入が削減されるとともに，ガーナ

人の小売商（その大部分は7 ーケット・マミーと呼ば

れど｝対人lこ工.＿，て構成主れている〉たちが競ノて関

i句作の米Jやメイズなどの食糧農産物を貿ν付けた

であろうということは，第16表に示されているよ

うに1963年と佑年の両年度におし、て，国内産食糧

の小売価格が都市部よりも農村部において高騰し

たことからι明らかであろう y

つまり，この時期において小売商たちが園内産

の食糧農産物を積極的に買い付けた結果，農村部

第 16義 国内産食糧の小売物価指数

(1963年3月二ヱ100)

l l 963年 l966'-l-

I 4月 1 s月｜凶 I1月I4月 is n ［削
/;!¥di古11I 102. 1!104}1同 9j182.5i 176.511出 6!169.0 

I i I i I I : 
農村部 I103.9114.8114.6 195.SI 207.91 218.51 186.4 

J ・1 L ~I I ] 
(,'I ii計） Eei川 blicof ( ;hana, （川ttral Bureau of 

Statistics, E印刷n11icSurve：ν1.1//i:J, Accra, 1964, 

p. 153; ・・ , Economic S1t1・vey 1966, Accra, 

1967, pp. 140-141 

4ラ
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-: i主食樟；Q産物が品薄となり、寸れがノトJddli格UJ

l；五It)告をもたらしたし＇）であり、し ' －ベ王う， l'il¥fli]潟J)

I ¥-;I場では小売商が殺しく版売競争を以降！し，，仁111）、

とcl）ため小c,¥:(jfu陪ν＇） l：九が／J‘なり jfpえ（,iしらとい

う状態にあったと与えられる。もちんIvそ（！） 上う

1（小手己商に上る＼:1）内産食糧ノ.fJc産物の買付け1;:, ；長

すとの市販余剰を直接的に拡大し tこと汚えることは

ごさない】しかし、 こうした小6主ltかり動きか、 ドi

京消費山余剰がわれ：士、売れるという立殺さ：民代に

うえつけ司それが他山条件さえ終えは CLに 1寸｝？

'J ,'' I－昇を♂l井、寸心）食糧農産物のlrfi.'11'if七を拡大1

.,:i --,,J)IJ:¥i,主と！止 -' f二ご，1i-i7, －：，こと i土足L、なし、υ

2. 伝統農業の変容

すでに，われわれiJ:. 戦後ガー十におけふ食時

抗給乃展開におL、て， 1%0年代初期を一つの転換

点と「る食組生産能l主山変？与が起こ－，たこと企統

計的にlj/Jらよlミに Li二、すなわh，そこでは，い.，

tうtこおけるミレ ！トおよび、ノルガム守土庁勺／〕?1i：‘ L

L、停滞と， i也）J喝 Jイス、や米山地；：.には 生 I~わ＇）

J己速なlJL大！J:h、九jl f二のであゐυ そしと支た， 二

のような坐ji'f構j立の変容は，それまで間内の流通

it1 J訪にほとんと努入することのなか J J た＇，•；t,:fi苔

在（tJな民家のrli版余剰ff!＼分が，多数（＇）アブリり人

＃細小売｜前；こよ v j 日夜通機構にのせられ，それが，

さらに市販；？サljJJt~ :hぴ）生産計iUーする契機と中I]

;¥t＇.を農 d乞こ lj-えノム：二三；二 l；。 ζ， 上り a肝促進さ

;! I，／：こで －1，んも jこ.1::6-i0 I ,-, tう冶；二 Lt:,, 

1-/J h し、 とう！たjり足農産物川流通di場。）IJ!!Hi

¥' 1在11111；工、 ！~~，；てね in' （二とず｝ぐはおく l：て i，’《：｛本1/J

条件ーの変化である i~ tぎ（r_V、1,t) ；うん‘そう Lfて

農家経済士山 Jる存体的条件が民業生産と深イカ尽

かわる L,1_i-c、んし と山づi±JJ'z仁左、て 1主要な役；！;tj

全果たす ι，！）でんら三三 lt否定できないが(nII,, 

ニこ）？；立， リ一←！川f工、￥：（1'.Jt'
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i均な運動と発展の原理色し、かにして農業生産構

造の変容過程との関連におし、てとらえるかという

主題の究明に進まざるをえはν。

このi探題に陪近するために，ここでは，これま

で多くのアブリカ研究において，その存在が縦泌

されてきたにもカ・方、わらず，ほとんど重大な関心

の払われることのなかった伝統的農業生産におけ

るi男女別の性別分業J(division of labour between 

m,en and women）の機能に注口し，それを食糧生

座との関連におU、て考察することにしたU、。

そこで支ず最初に‘ア 7 リカにおける「性別分

たの形態 lって主り，男女がそれぞれどのような農

11：業を分担しているのかをみることから始めよ

＂） ハ

すでに指椀したようにアフリり各地における男

た間山性別分業に関する事w山土、きわめて多くの

研究古によ〆 pて報告されており t!+I＇.＇），その形態も

また多種多様なものがあるようにみられる (ii]九

しかし，それらの事例からl統括的i二号つぎのよう

（二まとめるこど Jが-r:きるc

すなわ九，男子は農地として適当な条付：を備え

た上地合選定することをはじめとして，そこi乙繁

fをする樹木，草、および重量などを伐枝，伐採する

土ともに‘それら伐採された草木の焼却およじ、土

J也＇JI)日墾ゃ；耕起を主として担当し，い J ぺ主う，女

Ht良frュ物のげ：極，杭｛、I，除草、 tj:J ↓~：， .J j上じ11:.l

後伝どu,f乍業主f分担するのであら（

このH；台、リj子lよ，／二f二単に新｜沼地内選定とそ

ハi二（）、左つノノく j-JむのIJfl墾やおi，＼＇［；などの｛十業｛ di

ふうの二•（；lなく，草木ゃ1長kカ‘繁茂して／］巴訟で，水

手I］やりIJiくの伎に；壱：ま;jl,，そのうえ平士旦でしかもAi+

{H也β、らは近距離にあるというように，彼ら 0)'):-f;

む農耕民苦手jにとって，より有利な条件を多くやiiiえ

た仁jむ：ii~んでPil釈 J らとともにけi lf），そU>:U也
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の住！支をli'i強し，それをできるどけ長期間じj〉た

って持杭させる.／）：二必要かっ｝分などけの巨木氏

をつくって人i査の力目立l肥料川tlS）とするために広木

与とをは話、焼却するという仕・J千を担うしている

'ii’＿ JIけっそして、これらの作業がト分に行なわれな

ければ、彼らの利用する農地では短期間のう t:，に

地力が急速に減耗すふと，h，ある L、はrt魅や洪水

による円然災古：を受けやすくなるなどして，所期

日lltZ稽物を得ることは著しく困難なものとなるの

である J 換λーするな r-,, l男子i土、ぞれがたとえき

わめて程度の！氏1，、 Lのではあるにし ζも，自然を

加工し選択すζ）といっ依岡i切な行為を通じて，探

の労働と自然と♂）問じう立のl/-1-'隊をつくり ti¥すと

L、う作業を行なって 1ぜ、るとみられゐ。

ところで、 γ ブ l_l力大陸には鉄分（Fe，＜）＂）の g-

{ffit!J ；比較的 1 ＼＇，＼•，、弓ニr 弓イト士壌｛Late口te) ／，ぃ広

範に分布しており l'L ！日、そのよ勺な土地を深耕す

れば、 多くのkf,}ft肥iたではあるが薄いU:"1しか形

成してい江し、Vi＇；植土（支！開：， （－＇）流失や J員耗を激

化させる二どいこなり li'..181、そのため， 介主に土地

は深耕される三とがiiとんどなくラ開墾や耕起作

業もそれほどの走労働を立味するものではなレu

このようにみてくると、アア！！力の伝統的立：主

生産におけゐf宅日IJ分業i主、農作業における男l;r:,)) 

物理的ある，，，i士肉体的な労働負担のをにもと ／；V、

て形成された七山で：J7( ＜，男子；士1王子がうよよll＿守

るJr'「掻土はじ lゾl 己するう主CJ I lfl：持労働1 ]!l;山

Ti~fZ '.r'.r'白iめる幼込合も》た｜間政労働J'(I却をJI!

、li-t・る七のでふ IJ，農作業における！ fr機的分業

てあるとし、えるであんら l しかも長＇!Qなことは，

この分業心よ r》心 きれふうて除、初j的にじ形態むはあ

るが‘ でこにはJ土［ciE七J走i;<,2 IJとII子，y、うふと七併iHdに

が形成されーと‘、ふのであるυ

した／トyζ，それはもはペ》 1・1然11'.J分業などと L、

' _ I; I J ,:, 食 f:,U,;Jc守山 •IVJ ；，りと や什北弘之，；；，；；と’パ必十，＇

うべきではなく，社会的ないし経済的分業のー形

態であるとみなければならない(11'2ど10 

経済学のし、うように，資本が；TlciJ生産を11J能た

らしめる手段であるとするならば［2:l），性別分業の

もどにおいてア－－； 1）力の男子は，まさに「資本j

の製作，あるし、は「自然の資本化j Ute•!) （こ 12t•!J し

C L‘るのであり， 下ュー不ン (J_IL von Thむnenj

の；J；葉を借りれば「資本製作労働J(die Kapital・

sc・half《；n.JcArheit) './! ~:iJ 企 J1J_当してし、ると考えるこ

とができょう。

なぜなら， Yューネンは、その主幸子 t必立国』

J)iおりJ;'tにおL、て「資:,j，：とヤう II寺にはラ〆弘は白？：！ミ

)JcnJt-働のもとに人の労働により産出されたもの

で，人間労働の効果を高めるに役立ち／！iv、られど〉

も山、 Jこ／こし土地から 樹木，建物のように形

体を（持つけて／J‘まわないが 分離できるもの合

了解すゐIUt2!i＇として i資本！の概念を版定づけ

るとともに，つづし、てラ耕境地における新農場の

建設のさいにみられるこ土地の間報，建物の建設，

j亘Jlの製作などはすべて［資本製作労働iである

と述べているからである｛社日。

ここで l資本j どし、う場ft，われ；／－）JLはぺコ守、

t「〈〉と購'.Rプjとしての貨幣資本やスト、ノクと Lて

の現物資三f,:を想定しμちであるA、 それ，らの資本

l土金~皇資本家や産業資4正言ミ刀工存｛E したり， 作維の

生産財や資キ；財2生産し流通させるための商・ 1:

；主UJ/え立をみるなど‘ i長民経済が一定の発展段階

（ 1日~W-1;: i；主ji到達した；i：会におし、 ζlt仁1h

ζ府1J/Uさ.Jl，機能しうるものであ y て，その仁 1

よ仁段階［こ1.:.L、γフリ々の伝統的農業社会にあ J ' 

二 ！資本ii土保び）労働j，および桂先から伝荷主主

れた失fl殺と技術をもって 1・11,((Jl力金主主大！被に手lj月j

しつJ 入 1) I はら 白給 i さjLるほかなし、のであ

。（／L28),
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「資本の自給J

ということには二つの，fl:要な含意があるという

ことであるつその一つは，男子が自らの労働を通

自らの農業経営に必婆とされる肥料や農具

ここで，特に留意すべき点は，

じて，

などの「現物資本」を生産するということであり，

もう一つは喝 それらの「現物資本jを生産する男

子の労働力あるいは生命そのものが，芸家という

家族の内部において自ら再生産されてゆくという

ことなのである（注29）。

この二重性があるか「〉こそ，人間としての男子

の再生産は， 「資本Jの「自給」にほかならない

のであり， 人閉それ自身が「資本」であるともい

いうることになるのではなぜ、どろうカ

ここで司われわれは、次の議論を民間するため

アフリカにおけにも，今までの叙述をまとめて，

る性別分業の機能に関し， いくつかの確認をして

おくことが必要だと思われる。ごく簡単にいえば，

性別分業とは農作業における有機的分業ω ー形態

であり，同時にまたそれは迂回生産を可能ならし

める機能をもつものであ J 》 tr:..o

つまり、男子の「間燦労働jは女子の i車接労

働」と量発家経営の場たる家族内部において有機的

に結合することによって， はじめて生活資料（こ

の場合いit続出産物とみとい、であろう〕とし、う形で

［暗黙利子」注31〕を生むのであり， そうした利子

が生まれることによって「資本Jとしての男子の

労働力ないし生命そのものは， その再生産〔＝資

本の更JJ1・，がはじめていI能となるのである

ここで，特に「暗黙利子jという戸薬を使った

（｝）は：， これまでの叙述において強調してきたよう

に，性店lj分業のもとにおL、て［資本jは外部から

借り入れらのではなく、 I ~l給i さオ l- 主主れのであ

るため，仮に外部から「資本jを借り入れた場合

には当然支払わねばならない利子が， ここでは費

48 

用として顕極化しないということを述べたかった

ためである。

ここで， われわれが注呂しなければなら／J_V、こ

とは，いわゆる「暗黙利子」が生活資料という形

態としてたちあらわれるということ，そしてまた，

この生活資料とはまさに食糧農産物そのものには

/J＇ならないという点であるつしかも， この利子と

しての食糧農産物の多寡が「資本」の投入，つま

り人間たる男子の労働力ないし生命の再生産を規

定するものであるとするなら， 人間生命の再生産

に必要とされる食鵠農産物の農によって，男二子i斗

よる「資本製作労働」の投入もまた規定されざる

をえないのである。そして， 人間ル必要とし摂取

L・；る食糧iこはE主的な限界があるがら従32), それ

を満たしうる食糧が確保されるならば，

で「資本」の投下は停止するであろう。

その時点

このように考えてくると， アフリカの伝統的毘

Ji{ において十·＇［＇~IJ分業にもとづく迂回生産が行なわ

れてはいるものの， そこでは自給「資本」に対し

てせいぜい「暗黙利子」を生むt：！.けの生産力しか

実現されておらす， しかも， この「暗黙利子jは

「資本」たる男子労働力の再生産に必要な資料と

して日々消費されるものであるから，少なくとも

資本の論理tこ立ってアフリカの伝統的農業をみる

かぎり， そこにはストックとしての現物資本を生

み， それを蓄積してゆくメカニズムは存在しない

とし、えるのではないだろうか〈注33）。

換言するなら，経済の発展が， 生産資本の畏お

よびその構成の変動という i資本の変動J（新投資

または新資本の形成）を通じる経済的循環の破壊に

よってのみ達成されうるものであるとしても位34〕

十でにみたようiι 性別分業のもとで「資本iと

人間（男子〉とが一元化されごU、るアフリカの伝

統的農村社会における生産単位としての「家族」



ないし「農家Jにおいて，新投資あるいは新資本

の形成は，生産財たる労働と土地用役の用途を変

更するという意味での経済的循環の破壊をほとん

ど実現しえなし、のであり，したがって，そこにお

ける経済発展の内在的契機は，きわめて薄弱であ

るといわざるをえない。

これまでのやや長きにわたる論述から，アフリ

カの伝統的農業における生産力を自給自足（subsis・

tence）の水準におしとどめてきたものが，ほかな

らぬ性別分業の機能そのものにあったことが明ら

かになった。たしかに，この性別分業は，人聞が

苛酷な自然の猛威を克服して，農業生産の安定と

豊作とを実現し，生命の再生産を可能ならしめる

ために欠くことのできない体制にほかならなかっ

たが，それは自給自足的な経済循環を可能とする

機能しか持たなかったため，人間の欲望が多様化

を伴いつつ拡大するとか，租税公課が導入される

などして交換経済や貨幣経済が進展するととも

に，白給自足経済の存続が許されなくなると，性

別分業はむしろ解体さるべき障害物とならざるを

えなかったのである（注35）。

事実，ブラ、ソク・アフリカ各地においてみられ

るココアをはじめ棉花，オイ／レ・パームなどの各

種換金作物（cashcrops）の生産と，食糧農産物の

商品化生産の場合，いずれも男子は「［直接労働J

と「間接労働」の別なく，すぺての労働過程で主

役たる地位にたっているのであり，他方，女子は

「直接労働jにおいて補助的な役割を担うにすぎ

ないのである（注約。

この事実から，農業の貨幣経済化ないし商品経

済化が，伝統的な性別分業の変容ないし解体によ

ってはじめて成立しうるものであるということが

できるであろう。したがって， 1960年代のガーナ

農業において，メイズや米が商品作物としての地

ガーナにおける食糧需給の動向と伝統農業の変容過程

位を確立したことが，性別分業の解体を通じて，

それらの食糧作物の生産力の上昇をもたらしたの

に対して，ミレツトやソlレガムの場合，それらが

依然として自給食糧作物としての地位にとどまっ

ていたため，性別分業の解体を通じる生産力の上

昇はほとんどみられなかったと考えることができ

るであろう。

もちろん，われわれは，そのような伝統的性別

分業の変容と解体が，容易かつスムーズに行なわ

れえたと考えるべきではなく，まして伝統農業の

貨幣経済化ないし商品経済化によってのみ性別分

業が変容し解体したとすれば，おそらく早計のそ

しりをまぬかれないであろう。むしろ，われわれ

は，性別分業の変容と解体とにいたる迂余曲折に

満ちた歴史過程において，アフリカの伝統的社会

が自らの矛盾をいかにして克服してきたのかを考

察するこ~によってのみ，そこにおける発展のパ

イタリティーと運動の法則をはじめて発見するこ

とができるというべきなのである。

（注 1〕 ガーナ国民経済におけるココア産業の地位

の重要性については，すでに多くの著書が論じている

が，比較的よくまとまったものとして，矢内原勝・和l

見真也共著『ココア経済』 （国際問題新 ~22〕日本国

際問題研究所 昭和44年がある。

（注 2) Quarterly Economic Revたな，， Annual 

Supplement 1968, Ghana, Nigeria, Sierra Leone, 

Gambia, pp.12-13. 

〔注 3) Ghana Cocoa Marketing Board, Sixtee・ 

nth Annual Report and Accounts, 1963, pp. 28-

29. 

（法4) Ghana, Census O伍ce,1960 Population 

Census of Ghana, Advance Report of Volumes III 

and IV, Accra, 1962, p. 43, Table 31. 

（注 5) 食縄輸入がガーナの国際収支を悪化させて

きた主閃の一つであるとする見方は，政府当局者の問

にも強かった（Ghana, Seven-Year Development 

Plan, op. cit., p. 55）。なお，エンタ Jレマ自身は， 1966

年2月の軍事クーデターによってギニアで亡命生活を
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主主 J ていたときにまとめた汽t'i'！こJ;i,、て「ココア国iミ

価！各の悲しむべき下落が、食料をいじめとする消費物

伐の輸入削減を余依んく 3せf と回想している

(Nkrumah, K., Dark J)ay, in (7ha11a, New York, 

1968, p. 30）。

（注 6) Ghana, Ministry of Agriculture, Ghana 

State Farms make Pi-ogress, Accra, 1964, pp. 2 3. 

〔注7〕 Miracle,M. P. and Ann Seidman, State 

Farms in Ghana, LTC No. 4λUniv. of羽Tiscon-

sin, 1968, PP-6-7; Miracle, :VI. P.、“TheSmallho-

l〔！erin Agricultural Policy and Planning: Ghana 

and Ivory Coast 19曲 t口 196（γJournalof Develo・

ping Areas, Vol. 4, :-..:o. :-i、1970,p. :l26. 

（注8) Lawson, R. M.，“Inflation in the Consu・ 

mer Market in Ghana," op. cit., p. 37; Lawson, 

R.乱1.and E. Reusse，“The E任ectof Economic 

Development on Metropolitan Food Marketing，” 

op. cit., p. 36. 

（注9〕 このような尚人に工主将川、品（特に食絹〕

心芯蔵や交り惜みなと.r,19此 if'・Ojサ半から激しさを

/;:1えたことが報告さ jI C, ・ご r

Lawson, R. M.，“Inflation in the Consumer Mar-

ket in Ghana，” op. cit., p. 37. 

（注10〕 ~五時，ガーナ会闘にはれ上そ32万4000人ω

管制なガーナ人小売商人がおり，彼らはきわめて激！

い続争をくりひろげていたといわれる。 Lawson,oj•. 

cit., p. 39. 

（注11) 交通・還諭組織の告さ依.!Jl；充が遅れている

ためガーナ農業の商晶化生産心進UlI！• 著しく i塩害され

てきたことについてU，寸？に年： ω研究者が指摘し

ているが，特に，ココア:tl'l告や鉱業開発が急速に行な

われてきた南部ガーナの熱帯雨林地方においては，す

でに1900年初期に鉄道の開通をみるなど交通や運輸組

織の拡充が早期に着手されたのに対 L，カーナ北部の

叶パンナ地方ではそれが等しく遅れており，そのため

幾業生産の発展が停滞しているとも考えられる。この

!:[Jilliについては，別仁稿を改めて考古てすることにした

、。

〔注12) ガーナを ：，むフラック・アフワカ各地にお

ける農作業上での性別分手ごの事（01]I ' ，以下に挙げた文

阪において報告されて L、むの

Batten, T. R., Problems of African Develop-

ment, Oxford Univ. Press, London, 1960, p. 33; Goo-

ラ0

dy, ]., Death Property and the Ancどstorδ，Tavis-

tock Publications, London, 1962、p.:!15；‘ i Ierskovits 

M. J. and M. Harwitz eds., Economic Transition 

in Afriぽ， Routlege& Kegan Paul, London, 1964, 

pp. 116, 154; Kamarck, A. M., The Economics 

of African Develoρment, Praeger, New York, 

1967, p. 105; Radcliffe-Brown A. R. and D. Forde 

eds., African Systems of Kinship and Marriage, 

Oxfりrd Univ. Press, London, 1962、PP.91, 289-

290; Shanin, T.，“The Nature and Logic of the 

Peasant Economy," Journalυ（ f'easa11t Studies, 

Vol. l, No. 2, 1974, pp.186-206; Smock, D. R.，“Cul-

tural and Attitudinal Factors Affectin日 Agricultural

Development in East巴rnNigeria，＇’ Econo川 icDeve・ 

lopment and Cultural Change, Vol. 18, No. l (Part 

I), 1969, p. 114; Boserup, E., W o川 an's Role in Eco・ 

nomic Development, George Allen & Unwin, Lon-

don, 1970, pp. 16-19; Bascom W. R. and M. J. 

I lcrskovitseds., Continuity a,ul ( 'l,ange in African 

（’ulture, Univ.。fChicago T汁es缶、 Chicago,1959, p. 

1 %; I' de Schippe, The za,,de System of Agricul-

t11nヘ Rnutlege& Kegan Paul, London, 1956, pp. 

1,15 146 i品、羽栴「ブラック・ γ ノ j り t」 ;Jj ける伝統

(l'J ！農業生産量隊式の ,Ii\;本的形態」（『経消学論集』第；~6 ｛主

治 1If Ilg平1145年4Ji) 50ベージ。大1＇＊太良縦『母権；｜刊

のi迷』 （世界のk1'1史2〕評論社 111{平1150年 67 -74 

ペーν。成立占 a誇「ニグロ・アブりカの伝統的社会付与

,t'.U!アン f経済研究所昭和:37-'i 5；仁57,(i() 62べー

ンo tc U，世界の文明史と L、Jt,t 

i : t Jけう口；女の佳J]IJ分業の千U,::"G・ヂャ／ノレド事手，

ir（・まヌし訳『文明の起担；！( L).Jれ波？Jr1: IIR和45

；十（改訂版） 157ベーシに指栴，， H ・c L川〉っ

（注目） たとえば，東アフリカのバントゥ族の場合，

~：土関根や緋起あるいは濯概工事などを分H!L, ／；.＿！立

tに橘種と収穫とを担、目するのに対 L，丸一タン（現

私のスーダン共和国ではなく，－~li ：土大内？？ーから｝！！： It 車1

iflJに守、；：， .tでアブリカ大陸企 r&'iy . ,J：、刀、ろ砂漠正熱

:ihfii牛＇－＇：はさまれた地域を mn :u, 'Jiti誹j墾と

l もに除草や収穫までも担当 j ，：，のご車，；），地方によ

., ・c分業形態、に差がみられら l、 l r ある（収 奇ii掲書

店l, 5S－え ジ〉。しかし， こ0)it 1）！］うよ f長刀 l民族なL、L

種採によって形態を異にするものであるのか好かとい

う1：り題は，アフリカの性別分業b旬、かなる社会・経済
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的善寺戎！，T(ド！＇， ；って形i,k,'. hるのか i (, L乙lffJを

究明し，川，;,JIJ分業の変宛の契機告と肝ilう場合において豆

大な関jiliをもつものであるから，偵敢に険討されねば

t c c', オム L、寸あろう。

Ci主l,l) ,;'," ,, z施設やff''t判 It＼.がほと／ ,.・ J '1 tな

いアブ＇ ,, 日統的表＇t＇じ て，’j:_jl「’心、＞j'I i高収

M；を実現するためには， i可能なかきずリ n然条｛斗の布干lj

なJl';U廷をj-'!）！ し求めることがきわめて煎・，iきな自：おである

ことは ヘー 7もなL、C ・,c ・＇いカの伝統｝り作次 ！J.:.症

が， n<・・ ,.,,,.・・ ］果的利JII～Y; ', i，て1it；非 lt c tここ
':: （土ポ , I Jenise Paulrnc; ，，指摘 i ?:, ( Fー

ース・ポーム符，）｜｜田町i巡沢『アフリカのl-i!:侠と文化』

1'1水H lli'J拘1:l6iド 112叩ヤ113ページ〕。

(ilV'i) l干にM物I：：，円、ルザば LやすL 1)1:1＇十，，（，，＇，の Jf;

で加1l豆IIi', ＂＇；：収する t,[' 11〆，＇｛汗『絞1(-1,:, ＂（.：），！！美沢

市・ ll{i手1129'4', 159 .，ージ）ため，たとえ小：木氏の形ご

加盟 1：巴料がft人されたモしても，；］（分の供給が 1jなわ

れなけ＂ l.fJJ：；；効を伴 h,Ht，いJ このよ：：； tc引↑f「がゐる

ため， ) 1.¥ :, ,:tをはと λI' '. ／辺い伝統f, ),'' ¥'_ t：ェ，

1H即lのn1，.日fr:Lたtrf 件以：jJせざる tyヘ 、。し

に力、一〈，附l切にト分な降水が得 l' れない場介には，

畏業生肢は，［（んな被需をこうむらこ止にねる。

( ii：二liiI '' 1：などr.:i'' "., I 克l1Jfるc,;: , iJIに力II

＇！！.肥料 :t ' fめだけ＇ ' 可 【 ij11年： ＝，’.； 1 すJill, ,1，や

j也卜に ＇.｝υ 、いる＇； I千!.Iti( ＇とリ！なよる刈：（ I, I jって

いる。

Ci主17) 作1li，アブリ均に分叶：して L、るラテライト

l：壌は，；: fJ, : 状態では＇，＇；イ：ンノように I民 ’ ，水分

を多量＇： ,', ・,: i'i[tl¥1i状広 ! ,I；主耕にと J ＇，；；也な二 fこ

f実であるとはいえない。 Jiーナのうテヰイト七壌I:I士

約 34%の般化鉄（Fe20a）と 36.7%の酸化アノレミ（Al,

Oa）が令イTtれている（Wills,J. B. ed., op. cit., P. 

57）。こし＇ I ' J:ラテラノ 1 i I.{ U, jJljγ ァら 7から

中央ア＇・＇ ) ょ7J東ア J ' i，＇こいたるj ・' i一斉1，持

icHH：、地杓合中，じに？わめナ 17，く分析iI ている（小別厳

料品『f ソリり』 Iii 'I! J也，；LゼミナールV 大IVJ必； 111'{ 

布146；！＇・ lパコ（｝べーゾ）

Ci主lS) ・, Iすること f L !l}i ,;JJ；守ノドーニ λ " 今一

ジョン，.l'rn,inn）をmき、＇，＇ ＇」とか fr工柿ri'J：」 ＇！.：：られ

てjノリ，，Lのfこめか A 般にアソロカの鍬などの長7flは

.ir'jがれJく，刃も薄いと＂、〉ように保 Mには適さな Lーも

のが今、

Ci主l'.l) レj : Lこ洋 LくI＇／、 ν 仁う；二， 'J., fフlii :'1 J 

ナにおけら食料A〆！？給の動向と伝統農業の変’＇＃必程

，：，ノノ働を「r.tJ険 ι）； 例j と表現しんの二それとの対照

ないし補定性を強調するために，女子の分担している

労f動を「直持労（動」と呼ぶことにした。

(ii:20〕 神れれ：J'j'i;J:，農家仁 J)I，、r自給肥料，！／（:fiJ 

nAil, 重型兵修 Pi'J pい F耳元替， fl fイ？ヂJ ) J, および1・1約，，／；

Hi!の生産やl減速I（どに投入 TiiろうF働を総称［し

「lfll桜労働」と N.現されている（神谷慶治結i『技術品．

新と臼本農業』：大切錆： 昭和44年 2ページ）が，ア

ノ1）カの労子 ）j働（ 品JI谷教授の＇， 'j ) j lる「間接労働i

：引、討するものと 15えられるの ζ ， ここでもその：I':J)/, 

主：ii＼ りることにした。このように「μ接労働Jと「川

崎’＇.Iif動」を明確にl名目りすることが，資本の機能を究明

1“るにあたって重要であることは，すでにリカアドウ

t;H脅したとこ fシf わる（リカア I＇／著，小泉 L三／＇.

U,(,i, 済学及ひ，；~＇..［うirj I；正 J'll』上｛~ ,j;_ ,, fl板 干f1,凌丈；，］，.

li{j和42年第 1.#t 側｛直論 c+l3筒l 25ベージ〉。

rn二21) 対二仁教校は，；t r~，1 生産につし、て「原始段階に

ちいてならば裸の労働Jと裸の自然とが［立篠に相対する

も想像さ Ai~，乙，経済が発 ＇1'；；え｝につれて人間労

働ii組織化さ μ， 人1/',1労働と flf!,¥ ; J) +,1 fこは労働ff立

が場き入れられ，かつ対象たる自然そのものも加工さ

れて原料，材料となって原裂を失うに至るから，裸の

川V1![1<,J労働と；＇.｛＼ 1け’（：＇J自然との！日！のli!i離は次第に迭す

λ，， ＇ていく j ( Ji今 i:'i＼夫著 lf';'i:!'f！日ji,'!Jの経済学）I大切j

昭和34年 75，、ージ）と述一、，・ ；；ている。

(it:22〕 男・／；（の性自IJ分業が単に肉体的な条件の差に

もとついて形成されるものであるとするなら，それは

人nが生まれノ正治 ；ごして与えよy11 1自然的条件によ

〉て形成される： L、1窓味にI，》、 cI I当然的」分業と

呼ひうるであろす。しかし，これまでの叙述から明ら

かなように，それは決して，男女の肉体的な条件の差に

越関するものではないのであり、むしろ農業の迂回生

dにと勺て不 I可欠Jγ依存告をおっ hのとあるがために，

!, J.／！われはこれ ：：.： h't係約に fれた1()Jまたは「経i子l'i'JJ 

な分業であると考えねばならないのである。なお，大

林縦 断ii封書（73・・-74ベージ〉には， 「男は女にでき

ケ，， ＇仕事，なじリ＼ i：ごきない仕 ・j1を4みわけではな勺

I'!日lj分業は肉体的糸れをこえt:f長引に文化的，社会:'i'J

作品ljであるj ニ（力訟指摘されてい；；， 0 

（注23) 「生産に関して資本の営む作用は迂回生産

を可能ならしめるにあるといえよう。すなわち資本と

；か？七回生産のFi吏 IあるJC東対11*,'i ・・大JIIー可制『 ll

i心経済と霊長j叫 し さ 岩波山山 昭和32年 205ぺ

うI
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ージ〉。

（注24) ア7 リカの男子は，自然に存夜ずる樹木や

薮などご材して「伐採」や「焼却」などぞいう労働そ

川えるふとにより「肥料」などの現物資本を創り ll¥J 

作業に従っているので，自然物を資本に転化させてい

るとし、う葱味をこめて明子の労働を「自然の資本｛ヒ」

と表現したものである。

（注25) 近！草こ11):男著『チウネシ孤立国の研究』（iii:族

鎌男著作集第 l巻）農山漁村文化協会 昭和50年 371

ページ。なお， りカアゾウの倒位論にも「資本製作労

働」に窓似の概ふが萌芽的に提示されているくり hア

ドウ 前掲書 25-26ページ）。

（注26）近芯前掲ス 362ベ一九

（注27) 同上著書 416ページ。

？ら仁，磯辺教l奴：t日本における多肥重量i'tにもと J ' L、

た農業経営を分析しつつ「（人造肥料のごとく）肥料の

形で比較的多くの資本が投ぜられときた」として， f芸

家にお，tる自給肥料を「資本Jとみておりれる（磯辺

秀俊著『農業経営』朝倉醤店 昭和30年 22ベージ〉。

（法28) いわφる小穫が一般的Lは資本自給自ちをあ

ることは， ミント（H.Myint）も指摘している（H.

ミント汗，結域司郎次・木村修三共訳『低開発濁の経

済学』鹿島研究所出版会 昭和40年 44ページ〉。い

ぺぽう，伊東訟氏：ま農家における沢本は－W民業に心げ

る企業のように，貨幣を通して行なわれる貯蓄に Jっ

て形成されるものでなく，自給飼料による牛馬の飼育

や白家'i)i動に上る農道・後舎・水平I）施設の建設などの

自然経済的物的貯蓄を含むという特徴を持つことに注

目せねばならFλ、としと，農家，: I，ける資本が物的貯

蓄を通して自給的に形成されることを指摘されている

〔伊東該「農業における資本・投資とその効果j〔大JII

一司編『過剰j就業と日本農業』 fパ入社 昭和34年治

5章〕 266ベージ）。

（注目〕 このようにアソリカの伝統的民業に;Lける

「農家」ないし「家族」が持つ機能をとらえることに

よって句それがei業生産にとってJ立っていミ》Z重要な役

割が認識される出発点が明らかにされるのであり，そ

れゆえに，農業生産を規定するものとして（農家jな

いし「家族Jの持っている構成原理が問わitなけれ lま

ならないのである。

（注：＝m) 大熊.fl'.授は［チューネンは人！日iそれ自身を

資本とみなしている」と指摘しつつ， 「労働力」とい

う抽象概念をもうて「人間」のー側面しか見ることを

ラZ

しない現代日本のマルクス経済’許や近代経済学に対し

て鋭い批判を投じておられる（大熊信行事手『生命再ヨ

産の理論』上巻東洋経済新報社昭和49年 444ベ

一ι）。

（注31) 土屋圭造事手『農業経済学』東洋経済新報社

昭和45年 90ページ ξ

ただし，ここに言う「暗黙利子」は，いわゆる「資

本のう産力説j 〈資本は生産に j;いてう；働，土地Ill役

と問機に一つの生産的主主献を Fるものこふり， f寺本を

用いt.：生産は，この賞献のゆえに資本を用いざる生産

よりは大きな＇ L産の約忠をあげる。このチごきな’＇ IPしの

結果はかくて資本の生産力にt胤ずべきものであり，そ

れがすなわち利子である，と，＆くもの）にもとづL、て

成立するものでなく， 「資本」そのものの価値が生産

物fる生活資料の上rF雲行すろマ： L、う怠II本での［佐治

資料jそれn守にほかならなv＝／.（を特に注意し口、た

だきたい。なお，資本と利子に関しては中山伊知郎著

r純粋経済c'j』増持m 岩波全~ m和：-12年 102-

106ページを参照した。

（汽：32) とれば，栄子五学j二のなロワ←摂取量ではな

く，人間が日々消費する物量としての食糧が個々人の

消化；！長官（主として行）の消化能力によ iノおの「から

そのM大限度な有すご＇.：：とを d店状してい乙。し ／j＇ん

それはまた個人差がほとんどないことも意味するもの

であるの

（注33) この仮定が誤りでないとするなら，アツリ

カの伝統的ttY：において土地 L t矢本のl吃人量はれのお

のの幾家において、F帯主化されるニとになり，その紡栄，

そこ－，，i！第2形態の差額地代が生まれないことになる

であろう。 ：の問題LI：ト地占耳えのありノ＇ji もまくかか

わっており，稿を改めて考察することにしたい。

(il34) 1!'111 前ぬ？： 174 -182ベー／参照。

Ci主35）伝統的農村社会における「農家jないし

「家紋jがf,,f（， かの!1111十1から i’It｛＼自足（j1JI；： 経済＇Li：＇；を

変更して，生産力を上昇せねばならない状況に也かれ

るよろいな円た場合，性別分業は彼らに Iそって生バモ)J 

の Iii を ~Ji 守，， Jる何十；＇； ，，ならさるをえ／μ 、のて F：，。

Cr主36) Herskovits M. J. and M. Harwitz eds., 

op. cit., p. 154; P. de Schlippe, op. cit., p. 1-15; Ly-

stad, R. A.，“ Marriage and Kinship among the 

Ashanti and the Agni，” in W.R. B乱scornanrl NI. 

J. Herskovits eds., of＞・どit.,p. 196. 
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むすびにかえて

本ff,・j：士、戦後ガー十における食糧；？？給の動向を

定量分析にもとづl‘、てゆ］らかにするとともに， f云

統的是主業ぴ＞！主i主力を十長底において｝、

理ともし、うべきものの究明を試みたものである。

この分析のi品私lで， んた三ι，ーレ
ζ 日 tcム， し、くつかの重要な指

J商を行なったつもりであるが， なおト分に議論を

っくせなか寸たのも確かである。

本稿における論述から明らかなように，性別分

業均二厳密に l怯能すればするほど， ［農家jないし

「家族Jレベルにおける男子の労働力は「遊休化j

せざるをえないのであるが， そうした男子の労働

力を動民することによって，伝統的農村社会ある

いは共同体が直接に占有ナる共有地rn：じにおける

農業生産は可能となり，そこでの収穫物たる食糧

混産物はirril苦されたり，他の共同体との問で交換

されるなどして，共同体成員の生z,r;資：ト？となって

ゆくのである。 その意味において， 共同体と［京

家jなし、し i家族」 とは性別分業の機能を媒介と

して， j H寸rmミ｛fの閑｛系をj詳h立しているとみること

ができるのではないよころうか。それはまた，性別

分業が変容し解体することは， まさに共同体その

ものの変存とf拝｛本とを意味するものであるともい

えるであろう。 このように考えると アフリカ｝こ

おける性別分業が まさに「体制j としての重要

さを持つことが明らかとなってくるのであるが，

この点の考察は稿を改めて行なうほかないじ

なお，故後に断わっておかねばならなヤことは，

本稿の後半におL、て展開された論述が， あくまで

もアフリカの伝統的京業における性別分業の機能

が厳密に作用していることを前提としてなされた

ものであるとレう点である。 このことは，現代の

アフリイj円伝統的農業においても， なお性別分業

カー十にじける食極需給のili/JI付と伝統農業の変谷過程

が厳密に機能していることを意味するものでない

ことはいうまでもない。むしろ，ハースコヴィッツ

(M. J. Herskovits）らによって報告されているよう

ト二（住2〕， アフリカにおける性別分業体制は， たし

かに変容し解体をとげつつあるのであり， それだ

からこそ， これまで多くのアフリカ研究者によっ

て報告されてきた性別分業の事例は多様性をおび

たものとして， たちあらわれてきたのに違いない

といわねばならないのである。

(il:1) ガーナ南部で広範にみられた“Stoolland” 

は，共同体がi白按に占有する共台地であったとみられ

る。

（注 2) Herskovits M. J. and M. Harwitz eds., 

op. cit., pp. 154 156; Bascom ¥V. R. and M. J. 

Herskovits eds., op. cit., p. 196. 

〈調査研究部）
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